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身近な問題から法律相談まで、みなさんの
立場にたって、ともに解決の道をさぐりま
す。お気軽にご連絡ください。
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「核兵器のない世界」の願いを千代田区から
三
月
十
五
日
は
「
国
際
平
和
都
市
千
代
田
区
宣
言
」（
写

真
）
が
な
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
十
五
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

石
川
雅
己
千
代
田
区
長
は
こ
の
日
「
平
和
市
長
会
議
（
※
）」

に
加
盟
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討
会

議
に
向
け
て
運
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
」
の
国
際
署
名
に
署
名
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
議
会
は
「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
に
向
け

た
取
組
み
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

「
意
見
書
」
は
、

「
今
年
五
月
に
開
か

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
で
実
効
あ

る
核
兵
器
廃
絶
の

合
意
が
な
さ
れ
る

よ
う
主
導
的
役
割

を
果
た
す
」
こ
と

を
政
府
に
強
く
求

め
て
い
ま
す
。

平
和
を
願
う
国

民
の
共
同
の
力
が
、

核
兵
器
廃
絶
の
確

か
な
流
れ
を
作
り

だ
し
て
い
ま
す
。

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
党
区
議
団
も
提
案
者
と
な
っ
た
、「
米
軍

の
普
天
間
基
地
の
無
条
件
返
還
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
中
央
市
場
の
築
地
か
ら
豊
洲
へ
の

移
転
計
画
を
中
止
し
、
現
在
地
で
の

再
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
は
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
平
和
市
長
会
議
」

国
を
超
え
て
世
界
の
都
市
が
連
携
し
、
核
廃
絶
の
実
現
と
と
も
に
、
飢
餓
、

貧
困
、
難
民
、
人
権
、
環
境
な
ど
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
一
九
八
二
年
に
当
時
の
荒
木
武
広

島
市
長
が
よ
び
か
け
、
現
在
、
世
界
一
四
三
カ
国
、
三
七
九
三
都
市
が
加
盟
。

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

メール jcp-chiyoda@kamogawa.seikyou.ne.jp

第
一
回
定
例
会
最
終
日
に
、
区
役
所
の
旧
庁
舎
跡

地
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
寄
せ
下
さ
い
。
今
後
の
特
別
委
員
会
で
の
議
論

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

ご意見は、ご要望は下記へ

TEL  5211・4324

FAX  5275・6898

旧千代田区庁舎

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
」
を
全
員
一
致
で
可
決
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第
一
回
定
例
会
を
終
え
て

こ
ん
に
ち
区
民
の
八
五
％
も
の
方
が
「
経
済
面
で

の
老
後
の
生
活
」
に
「
不
安
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま

す
（「
第
三
六
回
千
代
田
区
世
論
調
査
」
二
面
参
照
）。

今
定
例
会
で
問
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
「
不
安
」
に
ど

う
応
え
る
の
か
で
し
た
。
党
区
議
団
は
区
民
の
「
安

心
」
を
さ
さ
え
る
た
め
の
提
案
を
積
極
的
に
お
こ
な

い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
二
つ
の
ゼ
ロ
と
二
つ

の
医
療
費
無
料
化
」
で
す
。「
二
つ
の
ゼ
ロ
」
と
は

「
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
ゼ
ロ
」
と
「
特
養

ホ
ー
ム
の
待
機
者
ゼ
ロ
」
で
す
。「
二
つ
の
無
料
化
」

と
は
「
一
八
歳
ま
で
」
と
「
七
五
歳
以
上
」
の
医
療

費
無
料
化
で
す
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
実
ら

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
二
つ
の
問
題
を
通
し
て
区

議
会
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
本
会

議
や
委
員
会
に
出
席
し
た
と
き
一
律
に
議
員
に
支
給

さ
れ
る
費
用
弁
償
問
題
で
す
。
い
ま
ひ
と
つ
は
区
議

会
議
員
に
よ
る
口
利
き
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
で
も
、

区
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
ふ
ま
え
た
議
会
改
革
の
提

言
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

二
〇
一
〇
年
四
月

日
本
共
産
党
千
代
田
区
議
団

木
村
　
正
明

飯
島
　
和
子

福
山
　
和
夫

保育所の待機児ゼロ　特養ホーム待機者ゼロ 18歳までと75歳以上の医療費無料化
住
民
の
要
望
を
聞
く
（
右
か
ら
）
福
山
和
夫
、
木
村
正
明
、
飯
島
和
子
の
各
区
議
、
牛
尾
こ
う
じ
ろ
う
区
議
団
事
務
局
長



子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種

（
ヒ
ブ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
小

児
肺
炎
球
菌
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
）
ワ
ク
チ
ン
助
成
が
実
現
し

ま
し
た
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
風
邪
と
区
別
し

に
く
い
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
に
有
効

と
さ
れ
、
す
で
に
一
〇
〇
ヶ
国
以
上
で

定
期
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
運
動
が
拡
が
り
任
意
予
防
接
種
の

扱
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
費
用
が
約
三

万
円
と
高
額
で
す
。
党
区
議
団
は
定
期

接
種
の
実
現
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て
も
、
助
成

を
求
め
る
子
育
て

世
代
の
声
を
と
り

あ
げ
て
き
ま
し

た
。区

は
、
保
育
需
要
が
予
測
以
上
に
な

っ
た
と
し
て
、
旧
今
川
中
学
校
跡
地
に

三
カ
年
の
限
定
で
緊
急
保
育
施
設
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
四
〇
名
の

第
一
回
定
例
会
（
三
月
二
十
五
日
閉
会
）
で
は
一
〇
年
度
予
算
案
が
、
臨
時
会

（
三
月
三
十
一
日
）
で
は
国
保
料
値
上
げ
条
例
案
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
党
区
議

団
は
、
区
民
の
く
ら
し
と
福
祉
を
支
え
る
提
案
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

第
一
は
、「
二
つ
の
ゼ
ロ
」
と
「
二
つ
の

医
療
費
無
料
化
」（
一
面
参
照
）
で
す
。
千

代
田
区
の
保
育
所
待
機
児
は
三
十
三
名
（
四

月
一
日
現
在
）
で
す
。
ま
た
特
養
ホ
ー
ム
待

機
者
は
二
〇
〇
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
認
可

保
育
所
を
増
設
し
待

機
児
を
な
く
す
こ
と
、

待
機
者
ゼ
ロ
に
む
け

特
養
ホ
ー
ム
建
設
計

画
を
つ
く
る
こ
と
が

急
が
れ
ま
す
。

第
二
は
、
中
小
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
へ
の
支
援

を
強
め
る
こ
と
で
す
。

中
小
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
は
、
あ
の
バ
ブ
ル
を

乗
り
越
え
、
長
年
住
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
方

で
す
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
の
く
ら
し
を
支
え
る

こ
と
は
、
同
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
小
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
条
件
変
更
に
金
融
機

関
が
応
じ
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
、
住
宅
へ
の
転
用
助
成
制
度
の
拡
充
を
求

め
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
予
算
案
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
安
心
」
で
す
。
そ
の
「
安
心
」
を
脅
か
す

最
大
の
原
因
は
雇
用
破
壊
と
、
社
会
保
障
の

改
悪
に
よ
る
負
担
増
で
す
。
こ
の
痛
み
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
「
安
心
」
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
区
は
こ
れ
ま
で
二
つ
の
や
り

方
で
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
一
貫
し
て
正
規

職
員
を
減
ら
し
不
安
定
雇
用
の
職
員
（
非
常

勤
・
派
遣
労
働
者
な
ど
）
に
置
き
換
え
て
き

た
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
区
の
仕
事
の

民
間
ま
か
せ
で
す
。
い
ま
図
書
館
や
児
童
館

な
ど
で
働
く
民
間
労
働
者
は
賃
金
も
低
く
、

第
三
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
施
策
の
拡
充
で
す
。

今
日
、
集
合
住
宅
に
す
む
区
民
は
全
体
の
八

割
に
お
よ
び
ま
す
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
相
談

体
制
や
支
援
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
条
例
」（
仮
称
）
の
制
定
、

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
を
継
続
的
・
包
括
的
に
支

援
で
き
る
体
制
の
整
備
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

民民民民のののの立立立立場場場場でででで積積積積極極極極的的的的提提提提案案案案をををを行行行行いいいいままままししししたたたた
（２）～5月

二
つ
の
ゼ
ロ
と
二
つ
の
無
料
化

中
小
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
へ
の
支
援

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン

助
成
実
現

保
育
環
境
向
上
と
総
量
拡
大

の
中
で
待
機
児
ゼ
ロ
を

劣
悪
な
労
働
条
件
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
働
き
続
け
ら
れ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
し
か
ね
ま
せ
ん
。

福
祉
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
〇
年
度
か

ら
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
保
料
が
平
均

で
約
一
万
五
〇
〇
〇
円
も
あ
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
「
安
心
」
と
は
逆
向
き
で
す
。

党
区
議
団
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
一
〇

年
度
予
算
案
に
反
対
し
、
①
正
規
職
員
を
計

画
的
に
採
用
す
る
こ
と
、
②
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
民
間
労
働
者
の
賃
金
を
改
善
す
る
ル

ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
、
③
国
保

料
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
な
ど

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
施
策
の
拡
充
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「第36回千代田区世論調査」

①10.9

①まったく不安はない　②多少不安がある　

③大きな不安がある　　④その他　⑤無回答

③29.4②52.9

④3.1

⑤1.4

％

生活資金や住宅など、経済面での老後の生活について、「多少不安がある」
52.9％が半数以上で最も割合いが高く、「大きな不安がある」を合わせた
「不安がある」は8割強となっている。

生活資金や住宅など、経済面での老後の生活についてどう感じていますか

（○はひとつ）



置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
四
〇
名
の

定
員
で
六
月
開
設
予
定
で
す
。

党
区
議
団
は
今
回
の「
緊
急
避
難
的
」

対
応
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
安
全
・

発
達
の
保
障
を
第
一
に
考
え
、
認
可
保

育
園
の
増
設
計
画
を
持
つ
べ
き
と
提
案

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
区
は
認
可

保
育
園
の
一
園
増

設
を
「
二
十
二
年

度
中
に
進
ら
れ
る

よ
う
努
力
す
る
」

と
の
べ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
教
育
委
員
会
か
ら
、
千

代
田
区
の
学
校
徴
収
金
の
金
額
は
、
東

京
都
平
均
よ
り
高
額

で
あ
る
こ
と
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
む
け
た
努
力

が
必
要

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
材
を
は
じ
め
、
給
食
や
遠
足
は
こ

ど
も
た
ち
の
教
育
に
必
要
な
も
の
で
、

他
の
自
治
体
で
は
、
保
護
者
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
保

護
者
負
担
軽
減

を
実
現
さ
せ
る

た
め
党
区
議
団

は
全
力
を
上
げ

ま
す
。

費
用
弁
償
と
は
、
本
会
議
や
委
員
会
に
議

員
が
出
席
を
し
た
際
に
一
律
五
〇
〇
〇
円
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
中
身
は
交
通
費
で

す
。
二
十
三
区
議
会
を
み
る
と
す
で
に
二
つ

の
区
議
会
（
杉
並
・
荒
川
）
が
廃
止
し
、
十

三
区
が
二
五
〇
〇
円
〜
四
〇
〇
〇
円
に
減

額
。
五
〇
〇
〇
円
を
支
給
し
て
い
る
区
議
会

は
千
代
田
区
な
ど
八
区
で
す
。

今
定
例
会
に
は
、
三
名
の
区
民
の
方
か
ら

廃
止
を
含
む
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
陳
情
書
に
ど
う
応
え

る
か
が
、
各
会
派
に
問
わ
れ
ま
す
。
党
区
議

団
は
費
用
弁
償
を
廃
止
す
る
立
場
で
力
を
つ

く
し
ま
す
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
議
員
の
口
利
き
問
題
で

す
。
昨
年
夏
、
区
が
大
半
を
出
資
す
る
財
団

法
人
「
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
」
の
臨
時
職
員

が
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
不
正
事
件
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
新
た
な
事
実

が
公
に
な
り
ま
し
た
。
当
該
職
員
は
、
区
議

会
議
員
の
口
利
き
で
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。

そ
も
そ
も
議
員
の
口
利
き
は
、
区
と
議
会

の
癒
着
を
つ
く
り
だ
す
と
と
も
に
、
職
員
間

の
不
公
平
感
と
職
務
の
不
公
正
さ
を
う
む
温

床
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

党
区
議
団
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
こ
の

問
題
を
と
り
あ
げ
、
真
相
を
明
ら
か
に
し
、

教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
は
議
会
の
責
任
と
強

調
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
真
相
の
究
明
と
、

議
会
改
革
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
二
つ
の
問
題
を
通

し
て
区
議
会
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
ま

し
た
。
費
用
弁
償
問
題
と
、
職
員
採

用
の
さ
い
の
区
議
会
議
員
に
よ
る
口

利
き
問
題
で
す
。

第1回定例会 くくくくららららしししし、、、、雇雇雇雇用用用用、、、、福福福福祉祉祉祉、、、、区区区区民民民民
2010年4（３）

建
設
工
事
の
騒
音
は
、
近
隣
の
大
き

な
苦
痛
で
す
。
区
の
受
け
る
「
公
害
に

関
す
る
苦
情
」
の
ト
ッ
プ
で
す
。

党
区
議
団
は
次
の
点
で
改
善
を
求
め

ま
し
た
。
①
建
設
業
者
に
「
騒
音
に
関

す
る
環
境
基
準
」
を
周
知
し
、「
努
力
目

標
」
と
し
て
改
善
を
指
導
す
る
こ
と
②

現
場
で
「
騒
音
計
」
で
観
測
し
現
状
を

認
識
し
た
改
善
を
奨
励
す
る
こ
と
③
麹

町
中
学
校
建
て
替
え
工
事
な
ど
区
の
建

設
工
事
で
は
、
騒
音
・
振
動
数
値
を
示

す
電
光
掲
示
板
等
を
設
置
し
騒
音
・
振

動
数
値
の
「
見
え
る
化
」
の
模
範
と
な

る
こ
と
。
民
間
工
事
で
も
工
事
協
定
書

の
ひ
な
型
に
、
電
光
掲
示
板
等
の
設
置

を
表
記
し
て
促
進
す
る
こ
と
。

区
は
「
麹
町
中
学
校
改
築
」
で
は
、

騒
音
・
振
動
測
定
値
を
掲
示
す
る
こ
と

を
は
じ
め
、「
①
」「
②
」
に
つ
い
て
も

改
善
の
要
求
と
一
致
す
る
答
弁
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

費
用
弁
償
は
廃
止
に

職
員
採
用
へ
の議

員
口
利
き
に
新
事
実

義
務
教
育
の
保
護
者
負
担
の

軽
減
を

北の丸公園の枝垂れ桜

騒音・振動測定器


